
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ● おたずね・ご相談 ● 
出雲市 市民文化部 市民活動支援課 〒693-8530 出雲市今市町 70 番地 

電話 0853-21-6528 FAX 0853-21-6299 メール gakushu@city.izumo.shimane.jp 

GOGOチャレンジ補助金 検索 

事業提案 
申請 

～５月１０日  

プレゼンテーション 

審査 

５月下旬

事業完了 事前相談 

まずは       

市民活動支援課へ   

相談♪       

事業報告 

３月下旬

団体＆担当課による    

発表会形式      

補助金 
交付申請 

６月初旬

交付決定   

・市と団体とが共有する地域課題の解決を目指して協働実施する事業 

・補助金交付が終了した後においても、地域の課題解決に向け、活動が 

継続して行われる見込みがある事業 

・斬新な発想で、他地域に拡がるモデルとなりうる事業 

市内の市民団体・NPO法人等の非営利団体 １０事業（目安） 

１年（同一事業に対して補助金を受けられる期間は、通算３年が限度） 

プレゼンテーション（審査会において補助対象事業を決定） 

公益を目的とした非営利で、地域社会の発展に役立つ分野 

（まちづくりの推進、観光振興、中山間地域の振興、地域安全活動、国際協力活動など 18分野） 

補助率：対象経費の１０／１０以内（補助上限 ５０万、補助下限 １０万） 

  

補助金
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対象事業    

対象団体         

対象活動分野      

補助金の額      

補助期間      

審査方法      

 採択事業数  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● おたずね・ご相談 ● 
出雲市 市民文化部 市民活動支援課 〒693-8530 出雲市今市町 70 番地 

電話 0853-21-6528 FAX 0853-21-6299 メール gakushu@city.izumo.shimane.jp 

GOGOチャレンジ補助金 検索 

Ｑ１：市と協働で行う事業とは？ 

 Ａ：出雲市の地域における課題の解決や地域の活性化を図り、住みやすいまちづくり事業を市と市民団体とで目指します。 

Ｑ２：町内会・自治会として申請できますか？ 

 Ａ：これら団体の本来の活動は、一般的には加入者のみが受益者となる「共益活動」であるため本助成の対象外です。 

ただし、町内会・自治会の枠を超えて活動し、効果が他地域にも広く及ぶ場合は、そのグループは市民活動団体に該当 

し、助成の対象となります。 

Ｑ３：他の助成団体から補助を受けている事業は対象となりますか？ 

 Ａ：補助対象外です。他の助成事業と重複して本助成を受けることはできません。 

概 要 

・テレビでお馴染みの夏井いつき氏の句会ライブを開催

し、参加を多く募って俳句づくりが認知症の予防につな

がることをＰＲする。 

・健康づくり～俳句づくりで認知症予防～ 

・市健康増進課の認知症予防特設コーナーの設置、

予防パンフレットの配布、啓発 

 

夏井い
つき句会ライブ

目 的 

俳句づくりが脳の活性化を促し、認知症予防の一助と

なることを鳶巣地区から発信する。 

次の地区を担う世代の参加により、地域の性化に繋げ

る。 

 

 

協働課 健康増進課 

概 要 

平田地域の活性化を目的とし、地域資源を有効活用

するマルシェ事業を開催する。 

空港からの新しい観光ルートの構築と平田地域の美味

しいものを売りとするマルシェ等を実施し、賑わいの創

出をめざす。 

・雲州平田駅を活用し、売りである食を基本テーマにマ

ルシェを開催する。マルシェをきっかけとして、若者から

高齢者の交流の場を創出する。 

・一畑電車とコラボし、観光客や地域住民が平田駅に

立ち寄ってもらうための周知を図る。       etc. 

 

目 的 

協働課 観光課 

概 要 

空き家の増加問題は大きな社会問題であるとともに、

所有者や後継者にとっても大きな負担となる認識が地

域住民に認識されていない。市内の空き家の利活用

や除却、空き家の増加抑止と減少につなげる。 

・空き家ワンストップ相談会にオンライン相談機能を加

味し、地域住民だけでなく県外在住の空き家所有者に

対して、空き家に関する相談会を開催する。 

・空き家利活用支援事業では、経済的・物理的な問題

の空き家所有者への支援活動を行う。 

 
協働課 

空き家
と人・地域との

空き家対策室 

目 的 

多伎
地域元気事業

目 的 

・道の駅の市道横断トンネル通路に壁画を制作し、イメ

ージアップを図る。 

・イベントや地域で活躍する人の情報等を新聞にし、地

域内全戸に配布し地域の一体感醸成を図る。 

・多伎の子ども達が多伎の未来への夢・思いを手書き

で描いたＴシャツをキララビーチになびかせる。  etc． 

協働課 多伎行政センター 

概 要 

ひら
たキッチン

ご縁結びプロジェクト   

子ども・孫の時代を考え、人口減少が進む中、さらに山

陰道開通に伴い通過地域になる恐れがある多伎地域

を元気にすることを目的とした各種活動およびイベント

を開催する。そして、訪れた人が「また来たい」「住んで

みたい」と思えるまちづくりを目指す。 

よくある質問  Ｑ＆Ａ  

地域課題の解決を目指して、継続的に行われる活動で 

ほかの地域に拡がるモデルとなり得る斬新な事業提案を 

お待ちしています。 

（雲州ひらたマルシェ）事業   


